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種
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基
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種
別

項
目

質
問

回
答

文
書

名
問

番
号

通
所

介
護

地
域

密
着

型
通

所
介

護
報

酬
３

％
加

算
及

び
規

模
区

分
の

特
例

（３
％

加
算

や
規

模
区

分
の

特
例

の
終

期
）

３
％

加
算

や
規

模
区

分
の

特
例

の
対

象
と

な
る

感
染

症
又

は
災

害
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
が

発
生

し
た

場
合

 、
対

象
と

な
る

旨
が

厚
生

労
働

省
よ

り
事

務
連

絡
で

示
さ

れ
る

こ
と

と
な

っ
て

い
る

が
、
対

象
と

な
っ

た
後

、
同

感
染

症
又

は
災

害
に

よ
る

３
％

加
算

や
規

模
区

分
の

特
例

が
終

了
す

る
場

合
も

事
務

連
絡

に
よ

り
示

さ
れ

る
の

か
。

３
％

加
算

及
び

規
模

区
分

の
特

例
の

終
期

に
つ

い
て

は
、
対

象
と

な
る

感
染

症
や

災
害

に
よ

り
、
こ

れ
に

よ
る

影
響

が
継

続
す

る
地

域
、
期

間
が

異
な

る
こ

と
か

ら
、
そ

の
都

度
検

討
を

行
い

対
応

を
お

示
し

す
る

。
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保
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最
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情
報
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o
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1
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5

「令
和

６
年

度
介

護
報

酬
改

定
に

関
す

る
Q

＆
A

（V
o

l.
1
）
（令

和
6

年
３

月
1
5

日
）

の
送

付
に

つ
い

て
p

4
8

7
4

全
サ

ー
ビ

ス
運

営
報

酬
業

務
継

続
計

画
未

策
定

減
算

に
つ

い
て

業
務

継
続

計
画

未
策

定
減

算
は

ど
の

よ
う

な
場

合
に

適
用

と
な

る
の

か
。

・感
染

症
若

し
く

は
災

害
の

い
ず

れ
か

又
は

両
方

の
業

務
継

続
計

画
が

未
策

定
の

場
合

や
、
当

該
業

務
継

続
計

画
に

従
い

必
要

な
措

置
が

講
じ

ら
れ

て
い

な
い

場
合

に
減

算
の

対
象

と
な

る
。

・な
お

、
令

和
３

年
度

介
護

報
酬

改
定

に
お

い
て

業
務

継
続

計
画

の
策

定
と

同
様

に
義

務
付

け
ら

れ
た

、
業

務
継

続
計

画
の

周
知

、
研

修
、
訓

練
及

び
定

期
的

な
業

務
継

続
計

画
の

見
直

し
の

実
施

の
有

無
は

、
業

務
継

続
計

画
未

策
定

減
算

の
算

定
要

件
で

は
な

い
。
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（令

和
6

年
３

月
1
5

日
）

の
送

付
に

つ
い

て
p

9
8

1
6

4

全
サ

ー
ビ

ス
運

営
報

酬
業

務
継

続
計

画
未

策
定

減
算

に
つ

い
て

業
務

継
続

計
画

未
策

定
減

算
の

施
行

時
期

は
ど

の
よ

う
に

な
る

の
か

。

業
務

継
続

計
画

未
策

定
減

算
の

施
行

時
期

は
次

の
と

お
り

。
・通

所
介

護
、
地

域
密

着
型

通
所

介
護

・
・
・令

和
６

年
４

月
※

た
だ

し
、
令

和
７

年
３

月
 3

1
 日

ま
で

の
間

、
感

染
症

の
予

防
及

び
ま

ん
延

の
防

止
の

た
め

の
指

針
の

整
備

及
び

非
常

災
害

に
関

す
る

具
体

的
計

画
の

策
定

を
行

っ
て

い
る

場
合

に
は

、
減

算
を

適
用

し
な

い
。
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度
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護
報

酬
改

定
に

関
す
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Q

＆
A

（V
o

l.
1
）
（令

和
6

年
３

月
1
5

日
）

の
送

付
に

つ
い

て
p

9
9

1
6

5

全
サ

ー
ビ

ス
運

営
報

酬
業

務
継

続
計

画
未

策
定

減
算

に
つ

い
て

行
政

機
関

に
よ

る
運

営
指

導
等

で
業

務
継

続
計

画
の

未
策

定
な

ど
不

適
切

な
運

営
が

確
認

さ
れ

た
場

合
、
「事

実
が

生
じ

た
時

点
 」

ま
で

遡
及

し
て

当
該

減
算

を
適

用
す

る
の

か
。

・業
務

継
続

計
画

未
策

定
減

算
に

つ
い

て
は

、
行

政
機

関
が

運
営

指
導

等
で

不
適

切
な

取
り

扱
い

を
発

見
し

た
時

点
で

は
な

く
、
「基

準
を

満
た

さ
な

い
事

実
が

生
じ

た
時

点
」ま

で
遡

及
し

て
減

算
を

適
用

す
る

こ
と

と
な

る
。

・例
え

ば
、
通

所
介

護
事

業
所

が
、
令

和
７

年
 1

0
 月

の
運

営
指

導
等

に
お

い
て

、
業

務
継

続
計

画
の

未
策

定
が

判
明

し
た

場
合

（か
つ

、
感

染
症

の
予

防
及

び
ま

ん
延

の
防

止
の

た
め

の
指

針
及

び
非

常
災

害
に

関
す

る
具

体
的

計
画

の
策

定
を

行
っ

て
い

な
い

場
合

）、
令

和
７

年
 1

0
 月

か
ら

で
は

な
く

、
令

和
６

年
４

月
か

ら
減

算
の

対
象

と
な

る
。

・ま
た

、
訪

問
介

護
事

業
所

が
、
令

和
７

年
 1

0
 月

の
運

営
指

導
等

に
お

い
て

、
業

務
継

続
計

画
の

未
策

定
が

判
明

し
た

場
合

、
令

和
７

年
４

月
か

ら
減

算
の

対
象

と
な

る
。
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A
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年
３

月
1
5

日
）

の
送

付
に

つ
い

て
p

1
0
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1
6

6

全
サ

ー
ビ

ス
運

営
報

酬
高

齢
者

虐
待

防
止

措
置

未
実

施
減

算
に

つ
い

て

高
齢

者
虐

待
が

発
生

し
て

い
な

い
場

合
に

お
い

て
も

、
虐

待
の

発
生

又
 は

そ
の

再
発

を
防

止
す

る
た

め
の

全
て

の
措

置
（委

員
会

の
開

催
、
指

針
の

整
備

、
研

修
の

定
期

的
な

実
施

、
担

当
者

を
置

く
こ

と
）が

な
さ

れ
て

い
な

け
れ

ば
減

算
の

適
用

と
な

る
の

か
。

・減
算

の
適

用
と

な
る

。
・な

お
、
全

て
の

措
置

の
一

つ
で

も
講

じ
ら

れ
て

い
な

け
れ

ば
減

算
と

な
る

こ
と

に
留

意
す

る
こ

と
。

介
護

保
険

最
新

情
報

R
6

.3
.1

5
V

o
l.

１
1
2

2
5

「令
和

６
年

度
介

護
報

酬
改

定
に

関
す

る
Q

＆
A

（V
o

l.
1
）
（令

和
6

年
３

月
1
5

日
）

の
送

付
に

つ
い

て
p

1
0

0

1
6

7

全
サ

ー
ビ

ス
運

営
報

酬
高

齢
者

虐
待

防
止

措
置

未
実

施
減

算
に

つ
い

て

運
営

指
導

等
で

行
政

機
関

が
把

握
し

た
高

齢
者

虐
待

防
止

措
置

が
講

じ
ら

れ
て

い
な

い
事

実
が

、
発

見
し

た
日

の
属

す
る

月
よ

り
過

去
の

場
合

、
遡

及
し

て
当

該
減

算
を

適
用

す
る

の
か

。
過

去
に

遡
及

し
て

当
該

減
算

を
適

用
す

る
こ

と
は

で
き

ず
、
発

見
し

た
日

の
属

す
る

月
が

「事
実

が
生

じ
た

月
」と

な
る

。
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全
サ

ー
ビ

ス
運

営
報

酬
高

齢
者

虐
待

防
止

措
置

未
実

施
減

算
に

つ
い

て

高
齢

者
虐

待
防

止
措

置
 未

実
施

減
算

に
つ

い
て

は
、
 虐

待
の

発
生

又
は

そ
の

再
発

を
防

止
す

る
た

め
の

全
て

の
措

置
（委

員
会

の
開

催
、
指

針
の

整
備

、
研

修
の

定
期

的
な

実
施

、
担

当
者

を
置

く
こ

と
）が

な
さ

れ
て

い
な

い
事

実
が

生
じ

た
場

合
、
「 

速
や

か
に

改
善

計
画

を
都

道
府

県
知

事
に

提
出

し
た

後
、
事

実
が

生
じ

た
月

か
ら

三
月

後
に

改
善

計
画

に
基

づ
く

改
善

状
況

を
都

道
府

県
知

事
に

報
告

す
る

こ
と

と
し

、
事

実
が

生
じ

た
月

の
翌

月
か

ら
改

善
が

認
め

ら
れ

た
月

ま
で

の
間

に
つ

い
て

、
入

居
者

全
員

に
つ

い
て

所
定

単
 位

数
か

ら
減

算
す

る
こ

と
と

す
る

。
 」

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

が
、
施

設
 ・

事
業

所
か

ら
改

善
計

画
が

提
出

さ
れ

な
い

限
り

、
減

算
の

措
置

を
行

う
こ

と
は

で
き

な
い

の
か

。

改
善

計
画

の
提

出
の

有
無

に
関

わ
ら

ず
、
事

実
が

生
じ

た
月

の
翌

月
か

ら
減

算
の

措
置

を
行

っ
て

差
し

支
え

な
い

。
当

該
減

算
は

、
施

設
 ・

事
業

所
 か

ら
改

善
計

画
が

提
出

さ
れ

、
事

実
が

生
じ

た
月

か
ら

３
か

月
以

降
に

当
該

計
画

に
基

づ
く

改
善

が
認

め
ら

れ
た

月
ま

で
継

続
す

る
。
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文
書

名
問

番
号

全
サ

ー
ビ

ス
報

酬

科
学

的
介

護
推

進
体

制
加

算
、
自

立
支

援
促

進
加

算
、
褥

瘡
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
加

算
、
褥

瘡
対

策
指

導
管

理
（Ⅱ

）、
排

せ
つ

支
援

加
算

に
つ

い
て

月
末

よ
り

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
開

始
し

た
利

用
者

に
係

る
情

報
に

つ
い

て
、
収

集
す

る
時

間
が

十
分

確
保

出
来

な
い

等
の

や
む

を
得

な
い

場
合

に
つ

い
て

は
、
当

該
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

開
始

し
た

日
の

属
す

る
月

（以
下

、
「利

用
開

始
月

」と
い

う
。
）の

翌
々

月
の

 1
0

日
ま

で
に

提
出

す
る

こ
と

と
し

て
も

差
し

支
え

な
い

と
あ

る
が

、
利

用
開

始
月

の
翌

月
の

 1
0

 日
ま

で
に

デ
ー

タ
提

出
し

た
場

合
は

利
用

開
始

月
よ

り
算

定
可

能
か

。

・事
業

所
が

該
当

の
加

算
の

算
定

を
開

始
し

よ
う

と
す

る
月

の
翌

月
以

降
の

月
の

最
終

週
よ

り
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

を
開

始
し

た
な

ど
、
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

開
始

後
に

、
利

用
者

に
係

る
情

報
を

収
集

し
、
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

を
 開

始
し

た
翌

月
の

 1
0

 日
ま

で
に

デ
ー

タ
提

出
す

る
こ

と
が

困
難

な
場

合
は

、
当

該
利

用
者

に
限

っ
て

は
利

用
開

始
月

の
翌

々
月

の
 1

0
 日

ま
で

に
提

出
す

る
こ

と
と

し
て

も
差

し
支

え
な

い
と

し
て

い
る

。
・た

だ
し

、
加

算
の

算
定

に
つ

い
て

は
 L

IF
E

 へ
の

デ
ー

タ
提

出
が

要
件

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
利

用
開

始
月

の
翌

月
の

 1
0

 日
ま

で
に

デ
ー

タ
を

提
出

し
て

い
な

い
場

合
は

、
当

該
利

用
者

に
限

り
当

該
月

の
加

算
の

算
定

は
で

き
な

い
。
当

該
月

の
翌

々
月

の
 1

0
 日

ま
で

に
デ

ー
タ

提
出

を
行

っ
た

場
合

は
、
当

該
月

の
翌

月
よ

り
算

定
が

可
能

。
・ま

た
、
本

取
扱

い
に

つ
い

て
は

、
月

末
よ

り
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

開
始

し
た

場
合

に
、
利

用
開

始
月

の
翌

月
ま

で
に

デ
ー

タ
提

出
し

、
当

該
月

よ
り

加
算

を
算

定
す

る
こ

と
を

妨
げ

る
も

の
で

は
な

い
。

・な
お

、
利

用
開

始
月

の
翌

月
の

 1
0

 日
ま

で
に

デ
ー

タ
提

出
が

困
難

で
あ

っ
た

理
由

に
つ

い
て

、
介

護
記

録
等

に
明

記
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

。
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サ

ー
ビ

ス
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酬

科
学

的
介

護
推

進
体

制
加

算
、
自

立
支

援
促

進
加

算
、
褥

瘡
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
加

算
、
褥

瘡
対

策
指

導
管

理
（Ⅱ

）、
排

せ
つ

支
援

加
算

に
つ

い
て

事
業

所
又

は
施

設
が

加
算

の
算

定
を

開
始

し
よ

う
と

す
る

月
以

降
の

月
末

に
サ

ー
ビ

ス
利

用
開

始
し

た
利

用
者

が
お

り
、
や

む
を

得
ず

、
当

該
利

用
者

の
当

該
月

の
デ

ー
タ

提
出

が
困

難
な

場
合

、
当

該
利

用
者

以
外

に
つ

い
て

は
算

定
可

能
か

。

・原
則

と
し

て
、
事

業
所

の
利

用
者

全
員

の
デ

ー
タ

提
出

が
求

め
ら

れ
て

い
る

上
記

の
加

算
に

つ
い

て
、
月

末
に

サ
ー

ビ
ス

利
用

開
始

し
た

利
用

者
が

お
り

、
や

む
を

得
ず

、
当

該
月

の
当

該
利

用
者

に
係

る
情

報
を

 L
IF

E
 に

提
出

で
き

な
い

場
合

、
そ

の
他

の
サ

ー
ビ

ス
利

用
者

に
つ

い
て

デ
ー

タ
を

提
出

し
て

い
れ

ば
算

定
で

き
る

。
・な

お
、
情

報
の

提
出

が
困

難
で

あ
っ

た
理

由
に

つ
い

て
、
介

護
記

 録
等

に
明

記
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

。
・た

だ
し

、
上

記
の

場
合

や
、
そ

の
他

や
む

を
得

な
い

場
合

（※
）を

除
い

て
、
事

業
所

の
利

用
者

全
員

に
係

る
情

報
を

提
出

し
て

い
な

い
場

合
は

、
加

算
を

算
定

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

（※
）令

和
３

年
度

介
護

報
酬

改
定

に
関

す
得

る
Ｑ

＆
Ａ

(V
o

l.
3

）(
令

和
３

年
３

月
 2

6
 日

)問
 1

6
 参

照
。
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サ
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ビ
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報

酬

科
学

的
介

護
推

進
体

制
加

算
、
自

立
支

援
促

進
加

算
、
褥

瘡
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
加

算
、
褥

瘡
対

策
指

導
管

理
（Ⅱ

）、
排

せ
つ

支
援

加
算

に
つ

い
て

L
IF

E
 へ

の
入

力
に

つ
い

て
、
事

業
所

又
は

施
設

で
使

用
し

て
い

る
介

護
記

録
ソ

フ
ト

か
ら

C
S

V
 連

携
に

よ
り

入
力

を
行

っ
て

い
る

が
、
 L

IF
E

 へ
の

デ
ー

タ
提

出
に

つ
い

て
、
当

該
ソ

フ
ト

が
令

和
６

年
度

改
定

に
対

応
し

た
後

に
行

う
こ

と
と

し
て

差
し

支
え

な
い

か
。

・差
し

支
え

な
い

。
・事

業
所

又
は

施
設

に
て

使
用

し
て

い
る

介
護

記
録

ソ
フ

ト
を

用
い

て
令

和
６

年
度

改
定

に
対

応
し

た
様

式
情

報
の

登
録

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

か
ら

、
令

和
６

年
４

月
以

降
 サ

ー
ビ

ス
提

供
分

で
 提

出
が

必
要

な
情

報
 に

つ
い

て
 、

 遡
っ

て
、
や

む
を

得
な

い
事

情
を

除
き

令
和

６
年

 1
0

 月
 1

0
 日

 ま
で

に
 L

IF
E

へ
提

出
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
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送
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1
7
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全
サ

ー
ビ

ス
報

酬
L
IF

E
 へ

の
提

出
情

報
に

つ
い

て
令

和
６

年
４

月
以

降
サ

ー
ビ

ス
提

供
分

に
係

る
 L

IF
E

 へ
の

提
出

情
報

如
何

。

・令
和

６
年

４
月

以
降

サ
ー

ビ
ス

提
供

分
に

係
る

 L
IF

E
 へ

の
提

出
情

報
に

関
し

て
、
令

和
６

年
４

月
施

行
の

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

は
、
令

和
６

年
度

改
定

に
対

応
し

た
様

式
情

報
を

提
出

す
る

こ
と

。
・令

和
６

年
６

月
施

行
の

サ
ー

ビ
ス

（訪
問

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
予

防
訪

問
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
予

防
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

）に
つ

い
て

は
、
令

和
６

年
４

～
５

月
サ

ー
ビ

ス
提

供
分

の
提

出
情

報
に

限
り

、
令

和
３

年
度

改
定

に
対

応
し

た
様

式
情

報
と

令
和

６
年

度
改

定
に

対
応

し
た

様
式

の
提

出
情

報
の

共
通

す
る

部
分

を
把

握
で

き
る

範
囲

で
提

出
す

る
か

、
令

和
６

年
度

改
定

に
対

応
し

た
様

式
情

報
を

提
出

す
る

 こ
と

。
・各

加
算

で
提

出
が

必
要

な
情

報
に

つ
い

て
は

、
「科

学
的

介
護

情
報

シ
ス

テ
ム

（ 
L
IF

E
 ）

関
連

加
算

に
関

す
る

基
本

的
な

考
え

方
並

び
に

事
務

処
理

手
順

及
び

様
式

例
の

提
示

に
つ

い
て

」
（令

和
６

年
３

月
 1

5
 日

）を
参

照
さ

れ
た

い
。
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学
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制

加
算

に
つ

い
て

科
学

的
介

護
推

進
体

制
加

算
の

デ
ー

タ
提

出
頻

度
に

つ
い

て
、
少

な
く

と
も

６
か

月
に

１
回

か
ら

３
か

月
に

１
回

に
見

直
さ

れ
た

が
、
令

和
６

年
４

月
又

は
６

月
以

降
の

い
つ

か
ら

少
な

く
と

も
３

か
月

に
１
回

提
出

す
れ

ば
よ

い
か

。

・科
学

的
介

護
推

進
体

制
加

算
を

算
定

す
る

際
に

提
出

が
必

須
と

さ
れ

て
い

る
情

報
に

つ
い

て
、
令

和
６

年
４

月
又

は
６

月
以

降
は

、
少

な
く

と
も

３
か

月
に

１
回

提
出

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
・例

え
ば

、
令

和
６

年
２

月
に

提
出

し
た

場
合

は
、
６

か
月

後
の

令
和

６
年

８
月

ま
で

に
少

な
く

と
も

１
回

デ
ー

タ
提

出
し

、
そ

れ
以

降
は

３
か

月
後

の
令

和
６

年
 1

1
 月

ま
で

に
少

な
く

と
も

１
回

の
デ

ー
タ

提
出

が
必

要
で

あ
る

。
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サ
ー

ビ
ス

種
別

基
準

種
別

項
目

質
問

回
答

文
書

名
問

番
号

通
所

介
護

地
域

密
着

型
通

所
介

護
報

酬
A

D
L
 維

持
等

加
算

に
つ

い
て

A
D

L
 維

持
等

加
算

（Ⅱ
）に

つ
い

て
、
 A

D
L
 利

得
が

「２
以

上
」か

ら
「３

以
上

」へ
見

直
さ

れ
る

こ
と

と
な

っ
た

が
、
令

和
６

年
３

月
以

前
に

評
価

対
象

期
間

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、
 A

D
L
 維

持
等

加
算

（Ⅱ
）の

算
定

に
は

 A
D

L
 利

得
３

以
上

で
あ

る
必

要
が

あ
る

か
。

令
和

５
年

４
月

以
降

が
評

価
対

象
期

間
の

始
期

と
な

っ
て

い
る

場
合

は
、
A

D
L
 利

得
が

３
以

上
の

場
合

に
、
A

D
L
維

持
等

加
算

（Ⅱ
）を

算
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
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情
報
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関
す

る
Q
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A

（V
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1
）
（令

和
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年
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月
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5

日
）

の
送

付
に

つ
い

て
p

1
0

5

1
7

6

全
サ

ー
ビ

ス
報

酬
介

護
報

酬
改

定
の

施
行

時
期

に
つ

い
て

令
和

６
年

度
介

護
報

酬
改

定
に

お
い

て
、

・訪
問

看
護

・訪
問

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
・居

宅
療

養
管

理
指

導
・通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
係

る
見

直
し

は
令

和
６

年
６

月
施

行
・そ

の
他

の
サ

ー
ビ

ス
に

係
る

見
直

し
は

令
和

６
年

４
月

施
行

・処
遇

改
善

加
算

の
一

本
化

等
（加

算
率

引
き

上
げ

含
む

）は
サ

ー
ビ

ス
一

律
で

令
和

６
年

６
月

施
行

と
さ

れ
た

が
、
利

用
者

・家
族

等
に

対
し

て
、
改

定
内

容
の

説
明

を
い

つ
ど

の
よ

う
に

行
う

べ
き

か
。

本
来

、
改

定
に

伴
う

重
要

事
項

（料
金

等
）の

変
更

に
つ

い
て

は
、
変

更
前

に
説

明
し

て
い

た
だ

く
こ

と
が

望
ま

し
い

 が
、
４

月
施

行
の

見
直

し
事

項
に

つ
い

て
は

、
 や

む
を

得
な

い
事

情
に

よ
り

 ３
月

中
の

説
明

が
難

し
い

場
合

、
４

月
１
日

以
降

速
や

か
に

、
利

用
者

又
は

そ
の

家
族

に
対

し
て

丁
寧

な
説

明
を

行
い

、
同

意
を

得
る

こ
と

と
し

て
も

差
し

支
え

な
い

。
６

月
施

行
の

見
直

し
事

項
に

つ
い

て
は

、
５

月
末

日
ま

で
に

、
利

用
者

又
は

そ
の

家
族

に
対

し
て

丁
寧

な
説

明
を

行
い

、
同

意
を

得
る

必
要

が
あ

る
。

　
な

お
、
そ

の
際

、
事

前
に

６
月

以
降

分
の

体
制

等
状

況
一

覧
表

を
自

治
体

に
届

け
出

た
介

護
事

業
者

に
お

い
て

は
、
４

月
施

行
の

見
直

し
事

項
と

６
月

施
行

の
見

直
し

事
項

の
説

明
を

１
回

で
纏

め
て

行
う

と
い

っ
た

柔
軟

な
取

扱
い

を
行

っ
て

差
し

支
え

な
い

。
ま

た
、
５

月
末

日
ま

で
の

間
に

新
た

に
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

を
開

始
す

る
利

用
者

に
つ

い
て

は
、
サ

ー
ビ

ス
利

用
開

始
時

の
重

要
事

項
説

明
時

に
、
６

月
施

行
の

見
直

し
事

項
に

つ
い

て
併

せ
て

説
明

し
て

も
差

し
支

え
な

い
。
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ビ
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酬
介

護
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酬
改

定
の

施
行

時
期

に
つ

い
て

４
月

施
行

サ
ー

ビ
ス

（右
記

以
外

）と
６

月
施

行
サ

ー
ビ

ス
（訪

問
看

護
、
訪

問
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
居

宅
療

養
管

理
指

導
及

び
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

）の
両

方
を

提
供

し
て

い
る

介
護

事
業

者
は

、
介

護
給

付
費

算
定

に
係

る
体

制
等

状
況

一
覧

表
の

届
出

を
別

々
に

行
う

必
要

が
あ

る
の

か
。

事
業

者
の

判
断

で
、
４

月
以

降
分

を
提

出
す

る
際

に
６

月
以

降
分

も
併

せ
て

提
出

す
る

こ
と

と
し

て
も

差
し

支
え

な
い

。
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日
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の
送

付
に

つ
い

て
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全
サ

ー
ビ

ス
人

員
人

員
配

置
基

準
等

に
関

す
る

い
わ

ゆ
る

ロ
ー

カ
ル

ル
ー

ル
人

員
配

置
基

準
等

に
関

す
る

い
わ

ゆ
る

ロ
ー

カ
ル

ル
ー

ル
に

つ
い

て
、
ど

の
よ

う
な

取
扱

い
と

す
る

べ
き

か
。

・介
護

保
険

法
上

、
介

護
事

業
所

・施
設

等
が

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
た

め
に

は
、
自

治
体

が
条

例
で

定
め

た
基

準
を

満
た

す
も

の
と

し
て

、
都

道
府

県
等

か
ら

の
指

定
を

受
け

る
必

要
が

あ
る

。
自

治
体

が
条

例
を

制
定

・運
用

す
る

に
当

た
っ

て
は

、
①

従
う

べ
き

基
準

、
②

標
準

、
③

参
酌

す
べ

き
基

準
に

分
け

て
定

め
ら

れ
る

国
の

基
準

（省
令

）を
踏

ま
え

る
必

要
が

あ
る

。
・こ

の
う

ち
人

員
配

置
基

準
等

に
つ

い
て

は
、
①

従
う

べ
き

基
準

に
分

類
さ

れ
て

い
る

。
し

た
が

っ
て

、
自

治
体

は
、
厚

生
労

働
省

令
で

定
め

ら
れ

て
い

る
人

員
配

置
基

準
等

に
従

う
範

囲
内

で
、
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

条
例

の
制

定
や

運
用

が
可

能
で

あ
る

一
方

、
こ

う
し

た
い

わ
 ゆ

る
ロ

ー
カ

ル
ル

ー
ル

に
つ

い
て

は
、
あ

く
ま

で
も

厚
生

労
働

省
令

に
従

う
範

囲
内

で
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

内
容

と
す

る
必

要
が

あ
る

。
・そ

の
た

め
、
い

わ
ゆ

る
ロ

ー
カ

ル
ル

ー
ル

の
運

用
に

当
た

り
、
自

治
体

は
、
事

業
者

か
ら

説
明

を
求

め
ら

れ
た

場
合

に
は

、
当

該
地

域
に

お
け

る
当

該
ル

ー
ル

の
必

要
性

を
説

明
で

き
る

よ
う

に
す

る
必

要
が

あ
る

。
・ま

た
、
い

わ
ゆ

る
ロ

ー
カ

ル
ル

ー
ル

の
中

で
も

特
に

、
管

理
者

の
兼

務
に

つ
い

て
、
個

別
の

事
業

所
の

実
態

を
踏

ま
え

ず
一

律
に

認
め

な
い

と
す

る
取

扱
い

は
適

切
で

な
い

。

介
護

保
険

最
新

情
報

R
6

.3
.1

5
V

o
l.

１
1
2

2
5

「令
和

６
年

度
介

護
報

酬
改

定
に

関
す

る
Q

＆
A

（V
o

l.
1
）
（令

和
6

年
３

月
1
5

日
）

の
送

付
に

つ
い

て
p

1
1
0

1
8

3

全
サ

ー
ビ

ス
人

員
管

理
者

の
責

務
管

理
者

に
求

め
ら

れ
る

具
体

的
な

役
割

は
何

か
。

・
「指

定
居

宅
サ

ー
 ビ

ス
等

及
び

指
定

介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

等
に

関
す

る
基

準
に

つ
い

て
 」

 （
平

成
 1

1
 年

９
月

 1
7

 日
付

け
老

企
第

 2
5

 号
）等

の
解

釈
通

知
に

お
い

て
は

、
管

理
者

の
責

務
を

、
介

護
保

険
法

の
基

本
理

念
を

踏
ま

え
た

利
用

者
本

位
の

サ
ー

ビ
ス

提
供

を
行

う
た

め
、
現

場
で

発
生

す
る

事
象

を
最

前
線

で
把

握
し

な
が

ら
、
職

員
及

び
業

務
の

管
理

を
一

元
的

に
行

う
と

と
も

に
、
職

員
に

指
定

基
準

の
規

定
を

遵
守

さ
せ

る
た

め
に

必
要

な
指

揮
命

令
を

行
う

こ
と

と
し

て
い

る
。

　
具

体
的

に
は

、
「介

護
事

業
所

・施
設

の
管

理
者

向
け

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」等
を

参
考

に
さ

れ
た

い
。

≪
参

考
≫

・
「介

護
事

業
所

・施
設

の
管

理
者

向
け

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
（抄

）
（令

和
元

年
度

老
人

保
健

健
康

増
進

等
事

業
「介

護
事

業
所

・施
設

に
お

け
る

管
理

者
業

務
の

あ
り

方
と

サ
ー

ビ
ス

提
供

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
関

す
る

調
査

研
究

」
（一

般
社

団
法

人
シ

ル
バ

ー
サ

ー
ビ

ス
振

興
会

））
第

１
章

 第
２

節
 管

理
者

の
役

割
１
．
管

理
者

の
位

置
づ

け
及

び
役

割
の

重
要

性
２

．
利

用
者

と
の

関
係

３
．
介

護
に

と
も

な
う

民
法

上
の

責
任

関
係

４
．
事

業
所

・施
設

の
考

え
る

介
護

職
員

の
キ

ャ
リ

ア
イ

メ
ー

ジ
の

共
有

５
．
理

念
や

ビ
ジ

ョ
ン

、
組

織
の

方
針

や
事

業
計

画
・目

標
の

明
確

化
及

び
職

員
へ

の
周

知
６

．
事

業
計

画
と

予
算

書
の

策
定

７
．
経

営
視

点
か

ら
見

た
事

業
展

開
と

、
業

績
向

上
に

向
け

た
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
８

．
記

録
・報

告
や

面
談

等
を

通
じ

た
介

護
職

員
同

士
、
管

理
者

と
の

情
報

共
有

介
護

保
険

最
新

情
報

R
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.1

5
V

o
l.

１
1
2

2
5

「令
和

６
年

度
介

護
報

酬
改

定
に

関
す

る
Q

＆
A

（V
o

l.
1
）
（令

和
6

年
３

月
1
5

日
）

の
送

付
に

つ
い

て
p

1
1
1

1
8

4
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サ
ー

ビ
ス

種
別

基
準

種
別

項
目

質
問

回
答

文
書

名
問

番
号

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
・介

護
予

防
支

援
届

出
体

制
等

状
況

一
覧

表

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
の

介
護

給
付

費
算

定
に

係
る

届
出

に
お

い
て

、
事

業
者

情
報

に
つ

い
て

は
、
介

護
給

付
費

算
定

に
係

る
体

制
等

に
関

す
る

届
出

等
に

お
け

る
留

意
点

に
つ

い
て

（令
和

６
年

３
月

 1
5

 日
老

発
 0

3
1
5

 第
１
号

厚
生

労
働

省
老

健
局

長
通

知
）別

紙
３

－
２

 介
護

給
付

費
算

定
に

係
る

体
制

等
に

関
す

る
進

達
書

を
用

い
て

、
市

町
村

長
か

ら
都

道
府

県
知

事
へ

の
進

達
を

す
る

こ
と

に
な

っ
て

い
る

が
、
事

業
者

が
市

町
村

長
へ

届
け

出
る

場
合

に
は

、
当

該
進

達
書

を
使

用
し

て
も

差
し

支
え

な
い

か
。

当
該

様
式

に
つ

い
て

は
、
市

町
村

長
か

ら
都

道
府

県
知

事
へ

の
進

達
書

と
な

っ
て

い
る

が
、
事

業
者

か
ら

市
町

村
長

へ
の

届
出

書
と

読
み

替
え

て
、
適

宜
使

用
し

て
差

し
支

え
な

い
。
な

お
、
地

域
密

着
型

介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
及

び
介

護
予

防
支

援
事

業
に

お
い

て
も

同
様

の
取

扱
い

と
す

る
。

介
護

保
険

最
新

情
報

R
6

.3
.2

9
V

o
l.

1
2

4
5

「令
和

６
年

度
介

護
報

酬
改

定
に

関
す

る
Q

＆
A

（V
o

l.
３

）
（令

和
6

年
３

月
2

9
日

）の
送

付
に

つ
い

て
p

1

1

通
所

介
護

地
域

密
着

通
所

介
護

報
酬

認
知

症
専

門
ケ

ア
加

算
、
認

知
症

加
算

「認
知

症
介

護
実

践
リ

ー
ダ

ー
研

修
の

研
修

対
象

者
と

し
て

、
介

護
保

険
施

設
・事

業
所

等
に

お
い

て
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

者
に

直
接

提
供

す
る

介
護

職
員

と
し

て
、
介

護
福

祉
士

資
格

を
取

得
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

 1
0

 年
以

上
、
か

つ
、
1
,8

0
0

 日
以

上
の

実
務

経
験

を
有

す
る

者
あ

る
い

は
そ

れ
と

同
等

以
上

の
能

力
を

有
す

る
者

で
あ

る
と

実
施

主
体

の
長

が
認

め
た

者
に

つ
い

て
は

、
令

和
９

年
３

月
 3

1
 日

ま
で

の
間

は
、
本

文
の

規
定

に
関

わ
ら

ず
研

修
対

象
者

」と
あ

る
が

、
「そ

れ
と

同
等

以
上

の
能

力
を

有
す

る
者

で
あ

る
と

実
施

主
体

の
長

が
認

め
た

者
」と

は
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

者
な

の
か

。

同
等

以
上

の
能

力
を

有
す

る
者

と
し

て
、
例

え
ば

、
訪

問
介

護
事

業
所

に
お

い
て

介
護

福
祉

士
と

し
て

７
年

以
上

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
者

に
直

接
提

供
す

る
と

と
も

に
、
そ

の
う

ち
の

３
年

以
上

、
サ

ー
ビ

ス
提

供
責

任
者

と
し

て
も

従
事

す
る

者
を

研
修

対
象

者
と

し
て

認
め

て
い

た
だ

く
こ

と
は

差
し

支
え

な
い

。

介
護

保
険

最
新

情
報

R
6

.3
.2

9
V

o
l.

1
2

4
5

「令
和

６
年

度
介

護
報

酬
改

定
に

関
す

る
Q

＆
A

（V
o

l.
３

）
（令

和
6

年
３

月
2

9
日

）の
送

付
に

つ
い

て
p

3

4

通
所

系
サ

ー
ビ

ス
報

酬
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

（個
別

機
能

訓
練

）
・栄

養
・口

腔
に

係
る

実
施

計
画

書

「リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
・個

別
機

能
訓

練
、
栄

養
、
口

腔
の

実
施

及
び

一
体

的
取

組
に

つ
い

て
」の

別
紙

様
式

１
－

１
、
１
－

２
、
１
－

３
及

び
１
－

４
が

示
さ

れ
た

が
、
当

該
様

式
を

用
い

て
利

用
者

の
情

報
を

記
録

し
た

場
合

、
科

学
的

介
護

情
報

シ
ス

テ
ム

（L
IF

E
）へ

の
入

力
項

目
と

の
対

応
は

ど
う

な
っ

て
い

る
の

か
。

・ 
以

下
の

表
を

参
照

す
る

こ
と

。
・ 

な
お

、
各

別
紙

様
式

と
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

・個
別

機
能

訓
練

、
栄

養
、
口

腔
に

係
る

各
加

算
の

様
式

に
お

け
る

詳
細

な
対

照
項

目
に

つ
い

て
は

別
紙

を
参

照
さ

れ
た

い
。

介
護

保
険

最
新

情
報

R
6

.6
.7

V
o

l.
1
2

7
0

「令
和

６
年

度
介

護
報

酬
改

定
に

関
す

る
Q

＆
A

（V
o

l.
７

）
（令

和
6

年
６

月
７

日
）の

送
付

に
つ

い
て

p
5

3

通
所

介
護

地
域

密
着

通
所

介
護

報
酬

口
腔

機
能

向
上

加
算

に
つ

い
て

平
成

2
1
 年

介
護

報
酬

改
定

に
関

す
る

Q
&

A
（v

o
l.

2
）
（平

成
2

1
 年

4
 月

1
7

 日
）問

１
に

お
い

て
、
「口

腔
機

能
向

上
加

算
に

つ
い

て
、
歯

科
医

療
と

の
重

複
の

有
無

に
つ

い
て

は
、
歯

科
医

療
機

関
又

は
事

業
所

の
い

ず
れ

に
お

い
て

判
断

す
る

の
か

。
」と

い
う

問
が

あ
る

が
、
令

和
６

年
度

介
護

報
酬

改
定

に
お

い
て

、
医

療
保

険
に

お
け

る
歯

科
診

療
報

酬
点

数
表

に
掲

げ
る

摂
食

機
能

療
法

と
の

算
定

に
つ

い
て

の
記

載
が

削
除

さ
れ

た
が

、
当

該
事

務
連

絡
に

つ
い

て
の

取
扱

は
ど

う
か

。

平
成

2
1
 年

介
護

報
酬

改
定

に
関

す
る

Q
&

A
（v

o
l.

2
）
（平

成
2

1
 年

4
 月

1
7

 日
）問

１
は

、
令

和
６

年
度

介
護

報
酬

改
定

を
も

っ
て

廃
止

さ
れ

た
い

。
な

お
、
留

意
事

項
通

知
の

通
り

介
護

保
険

の
口

腔
機

能
向

上
サ

ー
ビ

ス
と

し
て

「摂
食

・嚥
下

機
能

に
関

す
る

訓
練

の
指

導
若

し
く

は
実

施
」を

行
っ

て
い

な
い

場
合

に
あ

っ
て

は
、
口

腔
機

能
向

上
加

算
を

算
定

で
き

な
い

こ
と

に
は

留
意

さ
れ

た
い

。

（参
考

）
※

 平
成

2
1
 年

介
護

報
酬

改
定

に
関

す
る

Q
&

A
（v

o
l.

2
）
（平

成
2

1
 年

4
 月

1
7

 日
）問

１
問

１
 口

腔
機

能
向

上
加

算
に

つ
い

て
、
歯

科
医

療
と

の
重

複
の

有
無

に
つ

い
て

は
、
歯

科
医

療
機

関
又

は
事

業
所

の
い

ず
れ

に
お

い
て

判
断

す
る

の
か

。
（答

）
歯

科
医

療
を

受
診

し
て

い
る

場
合

の
口

腔
機

能
向

上
加

算
の

取
扱

い
に

つ
い

て
、
患

者
又

は
そ

の
家

族
に

説
明

し
た

上
、
歯

科
医

療
機

関
が

患
者

又
は

家
族

等
に

提
供

す
る

管
理

計
画

書
(歯

科
疾

患
管

理
料

を
算

定
し

た
場

合
）等

に
基

づ
き

、
歯

科
医

療
を

受
診

し
た

月
に

係
る

介
護

報
酬

の
請

求
時

に
、

事
業

所
に
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介護保険最新情報R6.6.7Vol.1270「令和６年度介護報酬改定に関するQ＆A（Vol.７）（令
和6年６月７日）の送付についてp5 
○別紙様式１−１、別紙様式１−２（１枚目） 
対応する様式 別紙様式１−１、１−２（１枚目） 

大項目 中・小項目 備考 
リハビリテーション
計画書 

共通 ・「リハビリテーシ
ョンが必要となった
原因疾患」 
・「発症日・受傷
日」 
・「合併症」 

 

栄養・摂食嚥下スク
リーニング・アセス 
メント・モニタリン
グ 

共通 ・「身長」 
・「体重」 
・「ＢＭＩ」 
・「栄養補給法」 
・「食事の形態」 
・「とろみ」 
・「合併症」のうち
「うつ病」、「認知 
症」、「褥瘡」 
・「症状」 

 

課題 ・選択肢に係る情報  
口腔機能向上サービ
スに関する計画書 

共通 ・｢栄養補給法｣ 
・｢食事の形態｣ 
・｢現在の歯科受診
について｣ 
・｢義歯の使用｣ 

 

方針・目標 ・選択肢に係る情報  
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○別紙様式１−１、別紙様式１−２（２枚目） 
対応する様式 別紙様式１−１、別紙様式１−２（２枚目） 

大項目 中・小項目 備考 
リハビリテーション
計画書 

評価時の状態 
 

・「リハビリテーシ
ョン」の列に示す事
項 
 

※小項目「基本動
作」「ＡＤＬ」｢Ｉ
ＡＤＬ｣において
は、各項目毎の評価
を要する。 

具体的支 
援内容 

・「リハビリテーシ
ョン」の列に示す事
項 

 

栄養・摂食嚥下スク
リーニング・アセス
メント・モニタリン
グ 

評価時の状態 
 

・「栄養」の列に示
す事項 
 

※小項目｢３％以上
の体重減少｣につい
ては、１ヶ月、３ヶ
月、６ヶ月の各評価
の結果を要する。 

具体的支援内容 ・「栄養」の列に示
す事項 

 

口腔機能向上サービ
スに関する計画書 
 

評価時の状態 ・「口腔」の列に示
す事項 

 

具体的支援内容 
 

・「口腔」の列に示
す事項 

 

 
○別紙様式１−３、１−４（１枚目） ※口腔・栄養は１−１、１−２と同様 
対応する様式 
 

別紙様式１−３、別紙様式１−４（１枚目） 
大項目 中・小項目 備考 

個別機能訓練計画書 
 

共通 ・「個別機能訓練が
必要となった原因疾
患」 
・「発症日・受傷
日」 
・「合併症」 
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○別紙様式１−３、１−４（２枚目）※口腔・栄養は１−１、１−２と同様 
対応する様式 
 

別紙様式１−３、別紙様式１−４（２枚目） 
大項目 中・小項目 備考 

生活機能チェックシ
ート 

評価時の状態 
 

・「個別機能訓練」
の列に示す事項 

 

個別機能訓練計画書 具体的支援内容 
 

・「個別機能訓練」
の列に示す事項 

 

 
（別紙） 
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基本チェックリスト 

 

No 質 問 項 目 回  答 

1 バスや電車で１人で外出していますか ０．はい １．いいえ 

2 日用品の買い物をしていますか ０．はい １．いいえ 

3 預貯金の出し入れをしていますか ０．はい １．いいえ 

4 友人の家を訪ねていますか ０．はい １．いいえ 

5 家族や友人の相談にのっていますか ０．はい １．いいえ 

6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか ０．はい １．いいえ 

7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がってますか ０．はい １．いいえ 

8 １５分間位続けて歩いていますか ０．はい １．いいえ 

9 この１年間に転んだことがありますか １．はい ０．いいえ 

10 転倒に対する不安は大きいですか １．はい ０．いいえ 

11 ６か月間で２～３kg以上の体重減少はありましたか １．はい ０．いいえ 

12 身長（     cm）  体重（     kg） 

（ＢＭＩ =                   ）（注） 

１．はい ０．いいえ 

13 半年前に比べて堅いものが食べにくくなりましたか １．はい ０．いいえ 

14 お茶や汁物等でむせることがありますか １．はい ０．いいえ 

15 口の渇きが気になりますか １．はい ０．いいえ 

16 週に１回以上は外出していますか ０．はい １．いいえ 

17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか １．はい ０．いいえ 

18 周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると

言われますか 

１．はい ０．いいえ 

19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか ０．はい １．いいえ 

20 今日が何月何日かわからない時がありますか １．はい ０．いいえ 

21 （ここ２週間）毎日の生活に充実感がない １．はい ０．いいえ 

22 （ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめな

くなった 

１．はい ０．いいえ 

23 （ここ２週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくう

に感じられる 

１．はい ０．いいえ 

24 （ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない １．はい ０．いいえ 

25 （ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする １．はい ０．いいえ 

注） ＢＭＩ（＝体重 (kg) ÷身長 (m) ÷身長 (m) ）が 18.5未満の場合に該当とする。 

-  73  -



 

 

 
生活相談員の資格要件について 

福岡県保健医療介護部介護保険課 

 生活相談員の資格要件については、下記のとおりとする。 

 

１ 通所介護・短期入所生活介護・特別養護老人ホーム 

  （１）社会福祉法第１９条第１項各号のいずれかに該当する者 

     ①社会福祉士 

     ②精神保健福祉士 

        ③社会福祉主事任用資格 

  （２）これと同等以上の能力を有すると認められる者 

         次のいずれかに該当する者 

        ①介護福祉士 

        ②介護支援専門員 

        ③社会福祉施設等（注）で３年以上勤務し又は勤務したことのある者 

 

  （注） ○社会福祉法第２条に定める社会福祉事業 

    ・生活保護法（昭和二十五年法律第百四十四号）に規定する救護施設、更生施設その他生

計困難者を無料又は低額な料金で入所させて生活の扶助を行うことを目的とする施設を

経営する事業及び生計困難者に対して助葬を行う事業  

    ・児童福祉法（昭和二十二年法律第百六十四号）に規定する乳児院、母子生活支援施設、

児童養護施設、障害児入所施設、情緒障害児短期治療施設又は児童自立支援施設を経営

する事業  

    ・老人福祉法（昭和三十八年法律第百三十三号）に規定する養護老人ホーム、特別養護老

人ホーム又は軽費老人ホームを経営する事業 

    ・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成十七年法律第百二

十三号）に規定する障害者支援施設を経営する事業  

    ・売春防止法（昭和三十一年法律第百十八号）に規定する婦人保護施設を経営する事業  

    ・授産施設を経営する事業及び生計困難者に対して無利子又は低利で資金を融通する事業  

    ・生計困難者に対して、その住居で衣食その他日常の生活必需品若しくはこれに要する金

銭を与え、又は生活に関する相談に応ずる事業  

    ・児童福祉法に規定する障害児通所支援事業、障害児相談支援事業、児童自立生活援助事

業、放課後児童健全育成事業、子育て短期支援事業、乳児家庭全戸訪問事業、養育支援

訪問事業、地域子育て支援拠点事業、一時預かり事業又は小規模住居型児童養育事業、

同法に規定する助産施設、保育所、児童厚生施設又は児童家庭支援センターを経営する

事業及び児童の福祉の増進について相談に応ずる事業  

    ・母子及び寡婦福祉法（昭和三十九年法律第百二十九号）に規定する母子家庭等日常生活

支援事業又は寡婦日常生活支援事業及び同法に規定する母子福祉施設を経営する事業  

    ・老人福祉法に規定する老人居宅介護等事業、老人デイサービス事業、老人短期入所事

業、小規模多機能型居宅介護事業、認知症対応型老人共同生活援助事業又は複合型サー

ビス福祉事業及び同法に規定する老人デイサービスセンター、老人短期入所施設、老人

福祉センター又は老人介護支援センターを経営する事業  

    ・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に規定する障害福祉サー

ビス事業、一般相談支援事業、特定相談支援事業又は移動支援事業及び同法に規定する

地域活動支援センター又は福祉ホームを経営する事業  
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    ・身体障害者福祉法（昭和二十四年法律第二百八十三号）に規定する身体障害者生活訓練

等事業、手話通訳事業又は介助犬訓練事業若しくは聴導犬訓練事業、同法に規定する身

体障害者福祉センター、補装具製作施設、盲導犬訓練施設又は視聴覚障害者情報提供施

設を経営する事業及び身体障害者の更生相談に応ずる事業  

    ・知的障害者福祉法（昭和三十五年法律第三十七号）に規定する知的障害者の更生相談に

応ずる事業  

    ・生計困難者のために、無料又は低額な料金で、簡易住宅を貸し付け、又は宿泊所その他

の施設を利用させる事業  

    ・生計困難者のために、無料又は低額な料金で診療を行う事業  

    ・生計困難者に対して、無料又は低額な費用で介護保険法（平成九年法律第百二十三号）

に規定する介護老人保健施設を利用させる事業  

    ・隣保事業（隣保館等の施設を設け、無料又は低額な料金でこれを利用させることその他

その近隣地域における住民の生活の改善及び向上を図るための各種の事業を行うものを

いう。）  

    ・福祉サービス利用援助事業（精神上の理由により日常生活を営むのに支障がある者に対

して、無料又は低額な料金で、福祉サービス（前項各号及び前各号の事業において提供

されるものに限る。以下この号において同じ。）の利用に関し相談に応じ、及び助言を

行い、並びに福祉サービスの提供を受けるために必要な手続又は福祉サービスの利用に

要する費用の支払に関する便宜を供与することその他の福祉サービスの適切な利用のた

めの一連の援助を一体的に行う事業をいう。）  

    ・上記の事業に関する連絡又は助成を行う事業  

      

      ○病院、診療所、指定特定施設、介護老人保健施設、指定居宅介護支援事業及び指定介護

予防支援事業 

 

 ２ 特定施設入居者生活介護 

   適任者を配置すること。 
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事業所規模区分について 

 

 

 平成 24 年度末に実施された会計検査院による会計実地検査において、通所系サービスの

事業所規模区分を誤り、介護報酬を過大請求している事業所が判明しています。 
 通所介護及び通所リハビリテーション事業所においては、事業所規模区分の誤りが無い

よう再確認してください。 
 なお、事業所規模区分を誤って過大請求していたことが判明した場合、遡及して、介護

報酬を保険者に返還するとともに、利用者にも利用者負担を返還しなければなりません。 
 
 

 

〈規模区分の判定〉 

○ １月当たりの利用者数の計算方法 

① 原則 前年度４月～２月平均の１月当たりの利用者数 
→ 毎年度３月１５日までに、４月～２月（１１か月）の平均利用者数

を算定し直し、変更があれば県に届け出ること。 
 

② 例外（前年度の実績が６か月未満、前年度から定員を２５％以上変更の事

業所） 定員×０．９×1 月当たりの営業日数 

（注）②の下線部分が適用されるのは、年度が変わる際に定員を２５％以上変更

する場合のみです。（平成 20 年４月 21 日厚生労働省老健局老人保健課事務連絡

（Ｑ＆Ａ）問２４） 
 
※ 具体的な計算方法については、平成２４年３月３０日厚生労働省老健局 

Ｑ＆Ａ(vol.273)を参照。 

 

〈事業所規模区分（１月当たりの利用者数）〉 

通所介護 

   利用者数≦７５０人      通常規模型事業所 
７５０人＜利用者数≦９００人 大規模型事業所（Ⅰ） 
利用者数＞９００人      大規模型事業所（Ⅱ） 

通所リハビリテーション 

利用者数≦７５０人      通常規模型事業所 
７５０人＜利用者数≦９００人 大規模型事業所（Ⅰ） 
利用者数＞９００人      大規模型事業所（Ⅱ） 
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